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社
会
保
障
改
革
に
お
け
る
市
場
の
役
割
一
日
英
比
較
研
究
か
ら

郡

篤

晃

司

は
じ
め
に

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
が
消
滅
し
、

m-。
g--stgが
進
行
し
た
。
特
に
経
済
の
そ
れ
は
急
速
で
、
そ
の
結
果
、
各
国
間
の
経
済
競
争
は

激
化
し
た
。
各
国
の
ロ

gロ
Z
E
-
-
ω
B
政
権
は
国
際
経
済
競
争
に
打
ち
勝
っ
た
め
に
、
社
会
の
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
中
心
的
な

手
法
は
市
場
機
構
の
活
用
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
英
国
の
叶

E
R
F
q首
相
、

ア
メ
リ
カ
の
同

g
m
g大
統
領
と
そ
の
後
継
者
達
が
典
型
例
で

あ
る
。社
会
保
障
も
例
外
で
は
な
く
、
改
革
(
お
守
口
出
)
が
進
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
基
本
的
な
考
え
は
市
場
機
構
の
活
用
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

社
会
保
障
の
領
域
で
は
、
市
場
は
全
く
手
放
し
で
は
機
能
し
な
い
の
で
、
そ
れ
が
機
能
す
る
よ
う
に
管
理
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(1)(2)(3)(4) 

開

E
F
2
8
ら
は
、
そ
れ
を

J
5
5
m包
g
B宮
EZ83と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
社
会
保
障
制
度
改
革
の
宮
山
、
調
。
互
に
な
っ
た
。

(
5
)
(
6
)
(
7
)
 

一
九
九
八
年
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
は
保
守
党
の
こ
の
よ
う
な
改
革
路
線
で
は
な
く
、
「
第
三
の
道
(
吋
宮
吋

E
E
当
ミ
)
」
を
主
張
す
る
労
働

党
政
権
を
選
択
し
た
。
新
政
権
は
、
前
政
権
の
施
策
の
反
省
の
上
に
、
新
た
な
政
策
を
打
ち
出
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
会
に
お
い
て

も
多
く
の
議
論
が
あ
り
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

社会保障改革における市場の役割:日英比較研究から22ア



わ
が
国
は
、
社
会
構
造
改
革
は
遅
れ
、
産
業
の
構
造
も
社
会
保
障
体
制
も
、
こ
れ
か
ら
改
革
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

と
く
に
医
療
に
お
い
て
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
お
ら
ず
、
保
険
者
の
苛
立
ち
が
つ
の
っ
て
い
る
。
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英
国
を
は
じ
め
西
欧
諸
国
に
お
け
る
、
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
効
率
と
平
等
を
求
め
て
極
め
て
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
革
を
実
行
し

て
き
た
、

そ
の
経
験
に
学
び
な
が
ら
、
わ
が
国
は
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
た
ら
よ
い
か
を
探
る
こ
と
が
、
こ
の
研

究
の
目
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
研
究
は
管
理
学
、
行
政
学
、
政
策
学
、
場
合
に
よ
っ
て
は
医
学
に
も
ま
た
が
る
学
際
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
評
価
の
枠
組
み
(
守
山
自
め
君
。
長
)

社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
は
極
め
て
多
面
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
の
評
価
は
一
面
だ
け
を
評
価
す
る
こ
と
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
あ
る
場

合
に
は
大
き
な
間
違
い
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
評
価
の
枠
組
み
の
議
論
は
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
が
相
互
に
関
連
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は

J
S弘
中
。
円
の
関
係
に
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の
評
価
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
枠
組
み
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。

評
価
の
枠
組
み
が
重
要
な
の
は
、

1.
効
果
(
良
ゅ
の
苛
8
0
2
)
|
|
|

質
(
舌
島
守
)

接
近
性

ω 
(') 

cr' 

q 

11イ
経分量
済布(

.0 

文 eE 
化吉.C-

。‘ご'<~

。己。o'
ロ



丁
統
合
性

(
E
g
m
g位
。
ロ
)

「
平
等

(2z匙
守
)
、
公
平
(
。
宝
石
)

2
.
効
率
(
⑦
自
己

gq)

-
1
技
術
効
率
(
円
R
F
E
s
-
o由。
-gq)

「
配
分
効
率
(
色
。

g民
話
。
由
。

-gq)

質
の
要
素
は
大
き
く
、
①
技
術
的
要
素
、
②
人
間
関
係
的
要
素
、
③
ア
メ
ニ
テ
ィ
的
要
素
に
分
か
れ
る
と
さ
れ
て
き
だ
。
そ
の
質
を
誰
が

判
断
す
る
か

(
患
者
、
提
供
者
、
第
三
者
)
が
問
題
と
な
る
。

質
は
、
通
常
の
商
品
の
取
引
に
お
い
て
は
、
購
入
者
が
市
場
で
購
入
す
る
際
に
判
断
す
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
の
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
質

の
判
断
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。
特
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
者
は
、
事
前
の
み
な
ら
ず
事
後
に
お
い
て
も
評
価
が

極
め
て
困
難
で
あ
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、
ど
の
程
度
評
価
で
き
る
か
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

』

-
F
ゅ
の

S
Eら
は
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の
評
価
の
枠
組
み
と
し
て
、

h

m

)

(

日
)

さ
ら
に
の
『
。

r
p
B唱
。
ロ

ω守
2
2
ω
・
R
g
E
H
E
Eロ
守
を
あ
げ
る
。

。『。

-8・
5ω
旬。ロ
ω-25ωω
は
患
者
側
か
ら
の
質
の
判
断
の
要
素
に
入
れ
ら
れ
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

mwngSEt--日
守
は

次
元
を
異
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

平
等
は
評
価
に
お
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
が
、
複
雑
な
議
論
で
あ
る
。
社
会
保
障
、
特
に
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
配
分
に
は
、

に
配
分
し
た
い
と
い
う
基
準
が
春
在
す
る
。
そ
れ
を
、
ど
の
よ
う
に
説
明
し
、
モ
デ
ル
化
す
る
か
に
は
諸
説
が
あ
り
、
深

(

ロ

)

(

臼

)

遠
な
議
論
で
あ
る
。
例
え
ば
、
∞

g
の臥

S
E
E
-円
B
gぺ、
d
g
E
ω
の
二
E
宮
g
t・
2
.
、
宮
川
凶
ac--ω
の
ぜ

mw江戸。
-
3
Z
O
R
、
問
。
三

ω
の

(
は
)

民
自
由

gzwな
ど
が
あ
る
。
通
常
、
何

A
Sロ
守
は
機
会
あ
る
い
は
接
近
性
の
平
等
を
意
味
し
、
結
果
の
平
等
は
意
味
し
な
い
。
接
近
性
の
平

と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
垂
直
の
平
等
な
ど
の
概
念
が
あ
る
。

る
だ
け
「
平
等
」

等
は

「
水
平
の
平
等
」

で
き
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(
日
山
)

2
E
qは
ZE--qと
異
な
り
、
ロ
ミ
居
住
認
な
概
念
で
あ
る
。
特
に
平
等
が
重
要
な
議
論
で
あ
る
の
は
、
市
場
化
に
よ
る
効
率
の
向
上

と
平
等
は
可
包
め
る
同
の
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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経
済
学
の
関
心
は
稀
少
資
源
の
効
率
的
配
分
で
あ
り
、
最
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
基
準
は
、
功
利
的
人
間
を
仮
定
し
た
と
き
は
、
「
パ

でレ
あ!
る2ト
最
適

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
功
利
的
人
間
と
い
う
仮
説
は
利
他
と
い
う
こ
と
の
存
在
と
あ
ま
り
に
も
矛
盾
す
る
愚
か
し
い
仮
定

(
路
)

さ
ら
に
困
難
な
作
業
は
、
実
証
可
能
な
指
標
化
で
あ
る
。
平
等
に
つ
い
て
は

C
E
係
数
が
あ
る
。

効
率
の
指
標
化
も
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

マ
ク
ロ
の
比
較
に
お
い
て
は
、
投
入
に
つ
い
て
は
指
標
化
は
比
較
的
容
易
で
あ
ろ
う
が
、
出

力
を
何
で
取
る
か
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
医
療
の
投
入
に
つ
い
て
は
、

O
E
C
D
に
よ
り
加
盟
国
の
医
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
あ
る
程
度
諸
比
較
が
可
能
で
あ
る
が
、
福
祉
に
つ
い
て
は
未
だ
そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
。

平
等
を
ど
う
説
明
す
る
か
と
い
う
問
題
だ
け
に
と
留
ま
ら
ず
、
効
率
と
の
関
係
に
お
い
て
、
具
体
的
に
は
ど
こ
か
に
線
が
引
く
こ
と
を
、

社
会
と
し
て
決
定
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
民
主
的
な
社
会
に
お
け
る
こ
の
意
思
決
定
は
政
治
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
社
会
の
民
主
主
義
の
質
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

市
場
の
所
在

医
療
施
設
の
経
済
環
境

医
療
施
設
は
、
必
要
な
資
源
を
市
場
か
ら
購
入
し
て
患
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
資
源
に
は
、
人
、
も
の
、
金
、
情
報
な
ど
が
あ
る
。

例
え
ば
、
「
薬
」

は
良
く
話
題
に
上
る
。
日
本
は
そ
の
消
費
量
が
大
き
い
が
、
比
較
的
通
常
の
市
場
と
考
え
て
よ
く
、
従
っ
て
良
く
解
析
さ



医療施設の経済環境

-~「\
(市場)~ーー

ものく⑤←| 出

金⑨〉←一
情報〈彰←

アメリ力、英国、日本の医療システムの比較

⑨ ⑨  

GL 升ミ
TfJ 
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れ
て
い
る
。

FgFF
は
可
包
与
『
で
な
い
。
国

g
-
p
g
B
は
可
包
与
]
め
だ
が
流
通
し
に
く
い
。
薬
は
流
通
し
や
す
い
の
で
、

E
U
で
急
速
に

均
一
化
が
進
も
う
と
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
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E
U
に
お
け
る
諸
シ
ス
テ
ム
比
較
は
、
必
要
性
を
伴
っ
て
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
医
療
に
つ
い
て
は
一
九
九
九
年
二
月
に
己
ロ
き
宮

g

(
臼
)
(
初
)

。σ83ω
件
。
司
。
ロ
国

g
-
p
n包
括
∞
uaRBωwが
発
足
し
、
比
較
研
究
も
活
発
で
あ
る
。
福
祉
に
つ
い
て
は
遅
れ
て
い
る
が
、
少
し
づ
っ
仕
事

(
幻
)
(
幻
)

が
出
つ
つ
あ
る
。

問
題
は
、
患
者
と
医
療
提
供
者
の
間
の
市
場
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
の
市
場
も
同
様
で
あ
る
。

日
本
の
場
合
は
、
患
者
と
医
療
施
設
の
聞
に
市
場
が
あ
り
、
医
療
施
設
問
(
診
療
所
か
ら
大
学
病
院
ま
で
あ
ら
ゆ
る
医
療
施
設
問
)

で
競

争
が
あ
る
が
、
保
険
者
間
に
は
競
争
が
な
い
。

日
本
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
措
置
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
、
市
場
は
な
か
っ
た
。
本
年
の
社
会
福
祉
基
本
法
の
改
正
で
、
市
場

化
が
入
っ
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
医
療
保
険
者
聞
に
も
競
争
が
あ
る
。
他
の
提
供
者
組
織
聞
に
も
競
争
が
あ
る
。

英
国
の
場
合
は
、
社
会
保
障

(ω
。
巳
包
括
豆

8)
の
領
域
に
は
市
場
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
、
口
5
R
F
q
政
権
は
そ
の
社
会
保
障
に
も
市

場
機
構
の
導
入
を
は
か
っ
た
。
医
療
で
は
、
住
民
は
必
ず
一
種
の
開
業
医
で
あ
る

G
P
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
際
は
の
司

ま
で
の
距
離
や
評
判
を
聞
い
て
ど
の

G
P
に
登
録
す
る
か
を
決
定
す
る
。
従
っ
て
、

G
P
に
は
出
来
高
払
い
の
よ
う
な
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る

E
2
E言
。
は
か
か
ら
な
い
が
、
評
判
は
落
と
せ
な
い
と
い
う
ゆ
る
い

Z
8ロ
tsが
か
か
っ
て
い
た
。

G
P
は
自
分
の
患
者
が
入
院

を
必
要
と
す
る
と
き
に
は
そ
の
地
域
の
国
立
病
院
に
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
病
院
間
に
は
競
争
は
無
く
、
そ
の
非
効
率
が
間

題
と
な
っ
て
い
た
。
叶
E
R
F
2
政
権
は
、

そ
の

G
P
と
病
院
聞
に
市
場
を
設
け
た
。
こ
の
よ
う
な
市
場
は
完
全
市
場
と
は
程
遠
い
た
め
、

門
戸

E
ω
r
B
M凶『
W
Rと
呼
ば
れ
て
い
る
。



四

社
会
保
障
に
お
け
る
市
場
の
根
本
問
題

医
療
に
お
け
る
「
市
場
の
失
敗
」

医
療
に
お
け
る
患
者
と
医
療
提
供
者
間
の
市
場
は
機
能
し
に
く
い
。
市
場
が
機
能
し
な
い
こ
と
を

「
市
場
の
失
敗
」
と
い
う
。
そ
の
主
な

要
因
は
、①

効
用
の
不
確
実
性

(
5
2
1
m
E
q
)

②
情
報
の
非
対
称

(g可
B
B
Zミ。片山口同
2Bmwz。
ロ
)
、
し
た
が
っ
て
消
費
者
主
権

(
8
5
5ぽ
ロ
守
)
が
な
い
。

③
一
対
一
の
取
引
で
あ
る
。

④
独
占

⑤
公
共
の
介
入
が
あ
る
場
合
。

な
ど
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
完
全
市
場
の
よ
う
な
モ
デ
ル
は
当
て
は
ま
ら
ず
、

E
E豆
ー
〉
向
。
ロ
件
、
目
。
。
む
)
の
よ
う
な
モ
デ
ル
の
方
が
妥
当
性
が
あ
る
。

医
療
提
供
者
の
ぎ
。
邑

ENmミ

H
P
K
F
d
属
。
弓
を
要
約
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

m
同

m
o
E
と
℃
刊
百
江
℃
mL
の
聞
に
情
報
の
非
対
称
が
あ
る
と
き
に
は
、

mwmoE
側
に

B2mH-

F
R向
島
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
」
ロ
円
山
口
。
包
含
Bm昌
弘
w

(

誘
発
需
要
)
は
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
れ
を
防
止
す
る
に
は
、

日英比較研究から社会保障改革における市場の役割233 



ニード・需要・誘発需要

D 
価格

量
QOQN P 

①
第
三
者
の
評
価
、
②

6
2
E
5
8
5
5
Zぺ
が
必
要
だ
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

234 

医
療
提
供
者
の
倫
理

医
療
提
供
者
は
、
自
分
た
ち
は

「
患
者
の
医
療
ニ

l
ド
に
し
た

が
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
だ
」
と
信
じ
て
い
る
。

ニ
1
ド

の
概
念
に
は
経
済
的
制
約
は
入
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら

を
需
要
供
給
曲
線
の
グ
ラ
ブ
上
に
示
す
と
、
誘
発
需
要
は
需
要
曲

線
を
上
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

ニ
l
ド
は

x
軸
に
直

角
の
垂
線
と
な
る
。

ニ
1
ド
の
概
念
は
医
療
提
供
者
の
倫
理
に
裏

打
ち
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
医
療
資
源
が
限
ら
れ
、
医
療
の

ー
ド
が
満
た
さ
れ
な
い
こ
と
が
生
ず
る
と
す
る
と
、
極
め
て
深
刻

な
矛
盾
と
な
る
。

消
費
者
の
ヨ
o
E
E
N
ω
E・

次
頁
の
図
は
、
平
等
を
保
障
す
る
た
め
の
公
共
の
介
入
が
あ
る

場
合
に
は
、
消
費
者
に

E
2色
町

民

ω三
が
起
こ
る
こ
と
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
商
品
が
、
市
場
で
価
格
P
で
売
ら
れ
て
い

る
時
、
そ
の
需
要
を

Q
と
す
る
。
右
の
図
の
よ
う
に
右
下
が
り
の



消費者のmoralhazard 

価格

A一一一一一一一一一-，B P 

需
要
曲
線
を
仮
定
す
る
と
、
需
要
量
は
Q
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
平
等
を
保
障
す

る
た
め
に
政
府
が
補
助
を
し
て
見
か
け
上
の
価
格
が
P
ま
で
下
が
っ
た
と
す
る

と
、
消
費
量
は

q
ま
で
増
大
す
る
。
そ
う
す
る
と
実
際
に
消
費
さ
れ
る
総
額
は

司
国
々
。
の
面
積
に
等
し
く
な
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
吋
〉
C
C
よ
り
も
大
き
い
。

受
益
者
が
負
担
す
る
金
額
は
見
か
け
上
は
少
な
く
な
る
が
、

そ
れ
以
外
の
部
分
に

量

つ
い
て
も
結
局
は
保
険
料
と
か
税
と
し
て
消
費
者
が
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Q' 

(μ) 

0cmω
ナヨ
ω『
roH3
と

は

?

社
会
保
障
制
度
の
中
に
作
ら
れ
た
市
場
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
で
一
般
の
市

場
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

E
A
E
ω
r
B
R
W
Z
3
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

Q 

-
生
産
者
あ
る
い
は
提
供
者
は
、
相
互
の
聞
に
客
の
獲
得
競
争
は
あ
る
が
、
利

潤
最
大
化
を
目
的
と
し
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
学
校
、
病
院
、
福
祉
施
設
、

な
ど
で
あ
る
。

-
消
費
者
が
必
ず
し
も
購
入
の
決
定
者
で
は
な
い
。
消
費
者
の
購
買
力
は
貨
幣

価
値
で
示
さ
れ
な
い
。
(
例
一
割
り
当
て
の
予
算
、

g
5
F
qな
ど
)

-
福
祉
の
場
合
は
さ
ら
に
、
購
入
者
が
独
占
的
で
あ
る
。
非
営
利
団
体
と
営
利

団
体
と
が
競
争
的
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
市
場
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
経
験
的
に
し
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

そ
の
経
験
は
重
要
で

あ
る
。

236 

↓E
H
0
2
0
『
改
革
前
の
社
会
保
障
制
度

特
殊
出
生
率
一
・
七
一

英
国
の
社
会
保
障
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
人
口
五
、
八
六
一
万
、
高
齢
化
率
一
五
・
七
%
、
二
四
%

で
あ
り
、
日
本
の
人
口
二
一
、
五

O
O万
、
高
齢
化
率
一
四
・
五
%
、
三
二
・
三
%

(二

O
四
一
年
)
、
合
計

(
一
九
九
五
年
)

(二

O
五
O

年
)
、
合
計
特
殊
出
生
率
一
・
四
三
(
一
九
九
六
年
)

で
あ
る
の
で
、
日
本
と
比
べ
て
小
さ
な
国
で
あ
る
が
、
高
齢
化
率
は
日
本
よ
り
低
い
。

こ
れ
は
出
生
率
が
英
国
の
方
が
高
い
た
め
で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
な
著
し
い
高
齢
化
の
心
配
は
な
い
。

英
国
で

ω。
巳
色
彩
当
日
の
め
あ
る
い
は
∞
。
巳

m-3ロ
ミ
と
い
う
と
、
年
金
、
医
療
、
福
祉
、
住
宅
、
教
育
な
ど
が
対
象
に
な
る
。
日
本
の
福

祉
は
ほ
ぼ
宮

3
8何回】
g
巳
包
括
耳
目
。
2
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
老
人
や
精
神
疾
患
者
な
ど
に
対
す
る
ケ
ア
は

Z
D
m
'
g「
B
3
5
と
呼
ば
れ
る
。

本
論
で
は
、
医
療
と
福
祉
の
う
ち
日

)OBOE-g巳
包
括
耳
目
。
2
に
し
ぼ
り
、
特
に
高
齢
者
の
宮
口
mE窓
口
出

g
B
に
関
心
の
中
心
を
置
き
た
い
。

英
国
の
社
会
保
障
は
、
∞

2
2包
向
。
に
始
ま
り
、
労
働
党
保
守
党
と
も
に
そ
の
充
実
に
努
め
、

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で

(司

5
5

n
H
A
H門
戸
}
ゆ
件
。
。
H
・m戸
〈
め
)
」

の
で
あ
る
。

と
い
わ
れ
た
。
多
く
の
改
善
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
叶
F
O
R
F
q
政
権
に
よ
る
改
変
は
そ
の
歴
史
上
最
大
の
も

(1)
年

λ¥  

豆三

全
て
の
有
業
者
は
退
職
基
礎
年
金
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
る
。
二
階
部
分
の
年
金
に
、
国
家
所
得
比
例
年
金
(
三
五
%
が
加
入
)
、
職
域

年
金
(
三
九
%
)
、
個
人
年
金
(
二
六
%
)
が
あ
り
、
選
択
制
で
あ
る
。

九
七
年
の
基
礎
年
金
額
は
ほ
ぼ
一
四
、

0
0
0円
/
週
、
被
扶
養
の
妻
八
、

0
0
0円
/
週
で
あ
り
、

か
な
り
低
い
。
年
金
額
は
所
得
で



は
な
く
物
価
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
。

(2)
医

療

医
療
は
国
営
で
、

Z
出

W

Z何回昨日。

s-固
め

ω
-
F
F
3
Wゆ
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
∞

2
0ユ
己
向
。
報
告
に
基
づ
き
、
「
全
て
の
国
民
に
、
例
外
な
く
、

所
得
制
約
に
よ
ら
ず
、
経
済
的
な
障
害
に
よ
っ
て
遅
滞
す
る
こ
と
な
く
包
括
的
な
医
療
を
提
供
す
る
」
目
的
で
始
め
ら
れ
た
。

病
院
は
国
の
直
轄
管
理
下
に
置
か
れ
、
国
か
ら
宿
区
一

HNom-g包
固
め
巳

P
K
F
E
Eユ
守
を
経
由
し
て
予
算
を
配
分
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
地

方
自
治
体
と
無
関
係
で
あ
る
。
日
本
の
制
度
主
一
一
一
口
う
と
社
会
保
険
の
地
方
事
務
官
制
度
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
福
祉
は
地
方
自
治
体
の
仕

事
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
医
療
と
福
祉
の
統
合
が
課
題
で
あ
っ
た
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
機
構
上
の
違
い
が
大
き
な
障
害
で

あ
っ
た
。

一
次
医
療
は
の
ヲ
の

8
2
ω
-
P
R
E
E。
忠
吋
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
。

G
P
は
開
業
医
で
、

一
定
の
人
口
規
模
の
地
域
に

G
P
が
い
な
い
場

合、

R
H
A
が
開
業
す
る

G
P
を
募
集
し
、
契
約
す
る
。

G
P
は
そ
こ
で
開
業
す
る
が
、
開
業
に
あ
た
っ
て
は
種
々
の
特
権
が
与
え
ら
れ
て

き
た
。
住
民
は
そ
の
医
師
を
評
価
し
て
、
良
け
れ
ば
「
登
録
」
を
す
る
。
受
診
し
た
と
き
の
自
己
負
担
は
、
若
干
の
薬
代
を
除
く
と
ほ
と
ん

ど
な
い
。

専
門
的
診
断
治
療
、
あ
る
い
は
入
院
医
療
を
必
要
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
は
、

G
P
か
ら
地
域
の
一
定
の
病
院
に
紹
介
さ
れ
る
。
患

者
が
自
分
の
判
断
で
直
接
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

欠
点
は
、

G
P
と
病
院
の
非
効
率
で
あ
っ
た
。
そ
の
象
徴
的
な
問
題
が
、
病
院
で
の
待
ち
行
列
が
長
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
選
択
的
な
(
救

急
で
な
い
)
手
術
の
場
合
、
二
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
待
つ
と
い
う
こ
と
は
希
で
は
な
か
っ
た
。

医
療
の
質
が
悪
い
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
関
す
る
統
計
は
な
い
。
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(3)
対
人
サ
ー
ビ
ス

(
拐
∞
一
言
話
。

s
-
8丘町
L
8
2
-
2
)

p
s
sは
、
政
府
、
慈
善
団
体
、
私
的
団
体
、
個
人
、
家
族
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
医
療
は
国
営
で
、

Z
出

wzmw片
山
。
ロ
包
国

g-P
238 

∞0
3
-
2
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

福
祉
は
地
方
政
府

(
F
E
o
s
-
g
p。ュ
q
w
g
p
E♀
色
彩
H

・i
の
ゆ
り
さ

ω
1
5
2円
)

の
所
管
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
地
方
議
会
の
監
視
の
も
と

に
あ
る
。
が
、
医
療
は
そ
う
で
は
な
い
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
①
訪
問
介
護
、
②
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
な
ど
。

入
所
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
①
病
院
、
②

D
E
B
-
D
m
g
B
O、
③
月

ω
E
S
E
-
Z
E
O、
④
岱
巳
符
号
品
目

5
5ゅ
な
ど
。
現
金
給
付
と
し
て
、
介
護

者
や
本
人
へ
の
介
護
手
当
金
が
出
る
。

そ
の
他
、
お
ω
立
件
。
ぉ
ミ
日
わ
ゆ
な
ど
が
あ
る
。

児
童
福
祉
・
家
族
政
策
一
出
生
の
二
四
%
が
婚
外
児
。
単
親
家
庭
は
一
七

O
万
世
帯
。
う
ち
、
所
得
保
障
を
一
一

O
万
世
帯
、
所
得
補
助

を
三

O
万
世
帯
が
受
給
し
て
い
る
。

五

d
g
n
F
q
政
権
の
社
会
保
障
制
度
改
革

基
本
的
な
方
法
は
、

「
内
部
市
場

(
E
R
B包

B
R
r
2
)」

の
導
入
と

「
消
費
者
提
供
者
の
分
離
(
宮

R
F
g
q
胃

2
E
q
名
犀
)
」

の
二
つ

で
あ
る
。



一
、
医
療
改
革

イ
ギ
リ
ス
は
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
六
年
、

(
幻
)
(
お
)

(

m

m

)

N
H
S
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
五

O
年
余
の
聞
に
幾
多
の
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
今
回
の

改
革
は
最
大
の
も
の
で
あ
る
。

解
決
し
よ
う
と
し
た
問
題
は
、
病
院
と

G
P
の
非
効
率
、
特
に
そ
の
象
徴
が
入
院
の
長
い
待
ち
行
列
で
あ
っ
た
。
そ
の
改
革
の
基
本
的
な

一
九
九
一
年
の
当

5
0
3胃
1
当
2
E白色。『

g
t
g
R
)に
基
づ
い
て
い
る
。

考
え
は
、

(1)
内
部
市
場
の
構
築

d
H】一
P
E
S
E
-
ι
2
3
の
導
入
一

G
P
に
手
上
げ
制
で
医
療
費
予
算
の
使
用
権
限
を
与
え
た
。

E
E
2
1
Sご
2
え
ョ
の
導
入
二
」
れ
ま
で
は
病
院
は
全
て
国
立
病
院
、
医
師
は
国
家
公
務
員
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
順
次
独
立
採
算
の
病
院

に
し
た
。

G
P
と
病
院
の
間
で
、
「
契
約

(8ロ
守
山
の
円
)
」
を
結
ん
で
、

そ
の
契
約
に
基
づ
い
て
患
者
を
送
る
。

そ
れ
ま
で

G
P
は
、
地
域
の
決
ま
っ
た
病
院
に
患
者
を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
改
革
後
は

G
P
は
患
者
と
相
談
し
て
、
質

が
よ
く
、
早
く
診
て
く
れ
る
病
院
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
病
院
が
患
者
の
獲
得
の
た
め
市
場
で
競
争
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
新
た
に
創
設
さ
れ
た
市
場
は
、
患
者
と
医
療
提
供
者
の
間
で
は
な
く
、

G
P
と
病
院
の
間
に
市
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
内
部
市
場
(
宮
可
否
包

B
R
g円
)
」
と
い
わ
れ
た
。

移
行
に
関
し
て
は
多
く
の
心
配
や
議
論
が
あ
っ
た
が
、

(
幻
)

G
P
は
も
っ
と
も
熱
心
な
賛
成
者
に
な
っ
た
。

一
九
九
七
年
で
五

O
%
の
G
P
が

皆ロ門
-r
。5
2
と
な
っ
た
。

(2)
消
費
者
と
提
供
者
の
分
離

政
府
は
提
供
者
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
消
費
者
の
側
に
徹
す
る
こ
と
を
言
う
。
し
か
し
、
英
国
国
民
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
包
括
的
な
サ

1
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ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
政
府
が
消
費
者
の
意
見
(
各
。
円

8
)
を
聞
き
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
を
市
場
か
ら
購
入
し
て

あ
げ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

240 

こ
の
制
度
改
革
は
、
極
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
行
政
改
革
、

p
g
z
t
gに
な
っ
て
い
る
。
資
金
の
マ
ク
ロ
配
分
は
政
府
が
行
う
が
、
ミ
ク

ロ
配
分
は
患
者
と
医
師
に
任
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
制
約
と
医
療
倫
理
の
矛
盾
を
避
け
た
。
こ
れ
は
極
め
て
大
き
な
改
革
で
あ
る
が
、

わ
が
国
で
は
余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
で
は
相
変
わ
ら
ず
、
医
療
提
供
者
は
要
求
す
る
側
で
、
資
源
を
何
と
か
調
達
す
る
の
が
政

府
の
役
割
と
い
っ
た
構
図
で
あ
る
。

二
、
福
祉
改
革

一
九
八
八
年
、

。
回t
ドー-
B 
M-ロ4
ω 
ドーt
('D 

℃ 。
円(
M-32 、、J

(
お
)

一
九
八
九
年
、
者
E
Z
H
d℃
2
E
n
R
E
m
向。『可。。
1
0
3
に
基
づ
き
、

一
九
九

O
年、

Z
国
的

g仏

(リ。
B
Bロ巳
q
h
m
w
B
〉
♀
が
制
定
さ
れ
た
。

目
標
は
、
①
在
宅
ケ
ア
の
促
進
、
②
ケ
ア
ー
す
る
人
へ
の
支
援
、
③
ニ
!
ド
の
評
価
と
ケ
ア
管
理
、
④
混
合
経
済
、
⑤
青
(
任
分
担
の
明
確

化
、
⑥
財
源
の
効
率
的
利
用
で
あ
る
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、

L
A
は
ケ
ア

1
提
供
者
を
止
め
、
購
買
者
に
徹
す
る
。
従
っ
て
、

L
A
の
予

算
項
目
か
ら
、
施
設
の
運
営
管
理
費
の
項
目
は
無
く
な
っ
た
。
げ
R
O
B
S。
mq.を
設
け
て
、

ニ
1
ド
評
価
と
ケ
ア
!
の
コ

l
デ
ィ
ネ

1
シ

ョ
ン
を
担
当
し
、
ケ
ア
!
の
市
場
を
育
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

一方、

L
A
内
に
、
公
、
私
、
慈
善
団
体
を
監
視
す
る
た
め
の
、
独
立
性
の
高
い
、
監
視
部
門
会

5
胃

ass-円ω)
を
設
け
た
。



--L. 

ノ¥

保
守
党
の
改
革
の
評
価
と
労
働
党
政
権
の
政
策

一
、
医

療

(M)

持

1

医
療
の
改
革
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
膨
大
な
文
献
が
あ
る
。
最
近
の
戸
ゅ
の

E
Eら
の
リ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
評
価
自
身
が
困
難
で

ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

は
あ
る
が
、
全
体
的
に
み
て
、
き
わ
め
て
ラ
ジ
カ
ル
な
改
変
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
結
果
は
き
わ
め
て
少
な
い
、
と
い
わ

効
率
は
、
行
当
匡
一
打
。
己
巧
巴

m
z
a
k
r
a
i
q
H
E
a
で
み
る
と
、
向
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
競
争
状
態
が
病
院
の
効
率
を
改
善
し
た
と

い
う
証
拠
は
な
い
。
。
H
Y
E
ロ門日町。

5
2
の
方
が
そ
う
で
な
い

G
P
よ
り
効
率
的
に
働
い
た
が
、
臥
可

g
s
a。口。。
ω
ぺ
が
高
く
な
っ
た
。

持

2

開

A
E
q
は、

G
P
に
よ
る
ば
『
g
s
'
ω
E
S
E
E
m
w
は
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

J
d
『
中
野
肖
ぽ
gowが
起
こ
っ
た
。

質
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な
デ
!
タ
は
な
い
。
満
足
度
も
大
差
な
か
っ
た
。
待
ち
行
列
は
短
縮
し
な
か
っ
た
が
、
平
均
待
ち
日
数
は
減
少

し
た
。
こ
れ
は
、
長
期
の
待
ち
患
者
数
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

選
択
と
円
命
名
。
ロ
ω町
g
g
ω
に
つ
い
て
は
、
改
善
の
証
拠
は
な
い
。

krR。
ZDEz--q
に
つ
い
て
は
、
固
め
包
F
K
Fロ
吾
。
ュ
qw
守口
ω同
少
の
喝
の
透
明
性
が
改
善
し
た
証
拠
は
な
い
。

あ
る
。 な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
革
が
ほ
ん
の
少
し
の
変
化
し
か
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の
考
察
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
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政
府
の
制
約
が
強
す
ぎ
て
、

E
8ロ
己
認
が
弱
め
ら
れ
た
。

-
G
P
の
所
得
に
は
無
関
係
。
予
算
を
節
約
し
て
も
、
そ
れ
を
保
留
し
て
ケ
ア
の
改
善
に
利
用
で
き
な
い
。

242 

-
叶

E
己
も
利
潤
や
借
り
入
れ
に
よ
る
投
資
を
制
限
さ
れ
た
。

ω
苛
め
の
在
日
己
の
意
識
は
吉
百
円
。
湾
当
日
2
・
競
争
や
契
約
に
抵
抗
し
た
か
、
あ

(
お
)

る
い
は
丙

5
2叱
で
は
な
く
丙
巳
m
F
Z
.
と
し
て
行
動
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
お
)

・
契
約
の
技
術
的
な
困
難
性
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
本
当
の
力
は
ぽ
比
円
吉
者
2.
で
あ
る
が
、
そ
の
力
が
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、

日
本
の
自
動
車
産
業
の
下
請
け
と
本
社
の
聞
に
は
詳
細
な
契
約
書
が
常
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ひ
と
た
び
信
頼
を
裏

切
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
関
係
は
終
わ
る
。

そ
の
よ
う
な
一
種
の
契
約
関
係
を
〆
。
件

g
E
5
2
.
と
い
う
。
病
院
は
相
変
わ
ら
ず

強
者
で
あ
り
、
患
者
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
心
配
は
な
い
。

-
取
引
費
周
年
8
8
2目。ロ

g巳
)
が
高
価
。
契
約
単
位
が
小
さ
い
ほ
ど
そ
の
費
用
割
合
が
高
く
な
る
。
ど
の
程
度
の
単
位
で
ま
と
ま
っ

た
ら
良
い
か
?
こ
れ
は
未
だ
判
ら
な
い
が
、
回
冨
町
政
権
が
改
革
し
よ
う
と
し
て
る
点
に
関
係
す
る
。

(
幻
)

虫
色
『
政
権
の
さ
Z
S
可

8
2

回
宮
町
政
権
は
、
。
司
皆
ロ
円
四
}
5
5
2
は
高
価
な
の
で
廃
止
し
、

4ユ
Bω
同
.
可
(
リ

Rσ
の
さ
毛
.
を
組
織
す
る
。

し
か
し
、
℃
C
R
F
g
q
a買
。
i門
戸

2

若
宮
は
残
す
と
し
た
。

P
C
G
は
ほ
ぼ
五

O
人
の

G
P
、

一
O
万
人
の
住
民
の
規
模
で
、

G
P
は
強
制
加
入
で
あ
る
。

H
A
の
購
入
者
と
し
て
の
機
能
は
、
臓
器

移
植
な
ど
の
特
殊
な
治
療
以
外
に
は
な
く
な
る
。

一
年
単
位
の
契
約
で
は
な
く
、
三
年
の
お
お

O
B
g円
と
す
る
。

g
E宮
径
一
。
ロ
で
は
な
く
が
。

E
8
2
m
E
g
w
で
あ
る
と
い
う
。

P
C
G
に
は
、

で
き
れ
ば
公
衆
衛
生
、
福
祉
も
入
れ
た
い
。
住
民
代
表
を
入
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

R
g
E
E窓
口
守
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
、
民
主
化
を
狙

っ
て
い
る
。



P
C
G
に
つ
い
て
は
、

(
お
)
(
鈎
)

(

ω

)

現
在
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
で
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、

い
く
つ
か
の
疑
問
点
は
残
る
。
た
と
え
ば
、
住
民
一

O
万
人
で

G
P
五
O
人
は
大
き
す
ぎ
な
い
か
、

と
い
う
サ
イ
ズ
の
問
題
。

誰
が
そ
の
組
織
の
長
に
な
る
か
、
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
場
合
誰
が
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
の
か
、

と
い
っ
た
管
理
的
問
題
な
ど
、
未
知
数

の
問
題
が
多
い
。

本
当
に
新
制
度
の
ほ
う
が
安
い
か
?

も
し
安
く
な
ら
な
い
な
ら
、
何
の
た
め
の
司
匂
若
宮
な
の
か
?

効
率
(
吉
正
2
E
2
2
)
に
関
す
る
数
多
く
の

(
現
在
三
七
)
指
標
を
導
入
し
て
管
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
機
能
す
る
の

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
改
善
が
強
調
さ
れ
て
い
列
。
そ
の
た
め

か

?

労
働
党
特
有
の
中
央
集
権
的
な
体
質
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
?

に
Z
H打
開

(Zm伊丹目。

5
己ロ
ω
片
山
宮
古
問
。
ス
リ
]
庄
の
包
何

URo--28)
を
設
立
し
て
、
医
療
の
標
準
化
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
ま
た
そ
の
監
視
組

織
を
作
る
な
ど
、
医
療
の
中
身
ま
で
中
央
管
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一一、

祉

干高

(

必

)

(

必

)

(

必

)

福
祉
改
革
に
つ
い
て
の
評
価
は
未
だ
必
ず
し
も
充
分
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ω。
巳
色
彩
当
日
わ
ゆ
に
つ
い
て
は
つ
い
最
近
、
白
書
が
出
た
。

(
必
)

特
に
重
要
な
動
き
は
、
今
年
三
月
に
で
た

ZDmr円
q
B
S
B
に
対
す
る
同
毛
色
わ
。
B
E
Z己
8
の
報
告
書
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

英
国
に
は
高
齢
化
の
時
限
爆
弾
は
な
い
。

-EDmE件
。
百
三
包
括
は
、
①
生
活
費

(-Eロ
mgω
宮
)
、
②
家
賃

(FS巴ロ
m
g
E
ω
)
、
③
ケ
ア

・
こ
の
う
ち
、
①
、
②
は
個
人
の
所
得
や
節
約
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
べ
き
で
、

B
g
g
Z阜
の
対
象
と
す
る
。

(匂

qω
。
ロ
色
。
向
。
)

に
分
け
ら
れ
る
。

③
は
政
府
が
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
費
用
は
、

一
年
に
拘
∞
C

C

B
自
由
。
ロ
か
ら
h
H
・NE--目
。
ロ
か
か
る
で
あ
ろ
う
。

-
そ
の
費
用
は
租
税
に
よ
る
の
が
最
も
良
い
。
私
的
保
険
、
社
会
保
険
は
積
立
方
式
だ
と
、
若
い
世
代
に
生
涯
に
渡
る
大
き
な
負
担
を
も
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た
ら
し
、
将
来
の
消
費
に
不
確
実
あ
る
い
は
不
適
当
な
条
件
を
与
え
る
。

-
自
宅
は
、
入
所
施
設
に
入
所
後
、
三
ヶ
月
間
は
維
持
さ
れ
る
。
そ
れ
以
上
に
亘
っ
て
入
所
し
、
資
金
が
な
い
場
合
は
、
自
宅
は
手
放
さ

244 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-
現
在
、
宮
ロ
mB窓
口
出

g
B
に
租
税
の
二
・
二
%
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
本
報
告
書
の
案
を
実
行
す
る
と
さ
ら
に

0
・
三
%
支
出
が
増

加
し
、
来
世
紀
の
半
ば
に
は

0
・
四
%
に
な
る
。

-
Z
m
w
t
g乱
打
向
。
打
。
B
5
2位
。
ロ
を
発
足
さ
せ
て
制
度
の
監
視
を
す
る
。

七

日
本
に
お
け
る
医
療
・
福
祉
に
お
け
る
市
場
競
争
の
影
響

日
本
に
お
い
て
は
、
医
療
と
福
祉
の
バ
ラ
ン
ス
が
医
療
に
偏
っ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
、
医
療
を
公
的
セ
ク
タ
ー
と
す
る
か
私
的
セ
ク
タ
ー
で
行
う
か
歴
史
的
に
ゆ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
三
七
年
の
医
療
法
改
正
で
、

公
を
抑
制
し
私
を
抑
制
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
医
療
の
設
備
投
資
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

そ
れ
に
反
し
、
福
祉
は
公
的
セ
ク
タ
ー
で
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
投
資
は
遅
れ
た
。
日
本
で
は
、
長
期
療
養
の
患
者
が
急
性
の
病
院
病
床

を
占
有
し
て
い
る
た
め
に
、
医
療
の
効
率
が
低
下
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、

一
次
、
二
次
、
一
二
次
医
療
施
設
が
競
争
し
て
い
る
が
、
保
険
者
間
に
は
競
争
は
な
い
。

日
本
の
医
療
の
効
率
性
を
O
E
C
D
諸
国
と
比
較
し
て
検
討
す
る
と
、

(1) 
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
高
く
な
い
が
、
消
費
量
が
多
い
。
従
っ
て
、
原
価
が
抑
え
ら
れ
な
い
。



20 

18 

16 

14 

人
-12 
年
間
の10
利

自8
数

6 

4 

2 

O 

高齢者の入所施設利用の日米比較

18.4日

Nursing homes 
(SNF and ICF) 

Short stay hospital 

アメリカ

「まるめJの効果

￥ 

a31-ー ー一一一一一一一一 一一一一一一一ー

a21一一一ー一一一一一一一

X1 X2 X3 

19.9日

老人病

一般病院

日本

X4 
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支払方式の比較

支払方式 項目別出来高払い DRG 定額払い 人頭払い

支払単位 サービス項目 病名 件数 人数

支払時期 診療終了後 診断後 入・来院時 病気になる前

危険負担 患者・保険者 中間 医療提供者 医療費支払組織

」
の
原
因
は
、
出
来
高
払
い
で
説
明
さ
れ
る
。

地
域
差
が
大
き
い
。
こ
の
差
は
医
療
へ
の
設
備
投
資
の
地
域
差
で
ほ
と
ん
ど
が
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、

設
備
投
資
の
大
き
さ
は
、
非
価
格
競
争
と
出
来
高
払
い
で
説
明
可
能
で
あ
話
。
わ
が
国
の
場
合
も
、
医

246 

療
の
質
と
効
率
を
確
保
す
る
方
策
は
、

(1)
第
三
者
評
価
と
、

(2)
二ロ

8
z
-
2
8ロ
ω
可
包
ロ
べ
に
よ
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
医
療
に
お
け
る
出
来
高
払
い
の
改
革
が
必
須
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
費
抑
制
策
が
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

わ
が
国
に
お
け
る
薬
価
の
比
重
が
高
い
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
医
療
費
抑
制
対
策
の
的
と
な
っ
て
き
た
。

そ
の
主
な
手
法
は
価
格
の
切
り
下
げ
で
あ
る
。
薬
価
決
定
は
九

O
%
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
方
式
か
ら
、
八

O
%
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
、
加
重
平
均
、

そ
し
て
基
準
価
格
制
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

臨
床
検
査
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る

「
ま
る
め
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は

E
B
E
Z
0
8
5可
包
己
で
あ

り
、
極
め
て
正
統
な
手
法
で
あ
る
。

図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
定
の
区
分
で
支
払
を
一
定
と
す
れ
ば
、
検
査
項
目
数
を
減
ら
す
方
向

ヘ
E
8
E
Zめ
は
働
く
。
し
か
し
、
項
目
数
が
次
の
区
分
に
近
い
と
き
に
は
、
も
う
少
し
増
や
せ
ば
利

潤
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
る
め
が

E
2ロ昨日
2
8
5可
包
巳
と
し
て
有
効
で
あ
る

た
め
に
は
、
区
間
が
十
分
広
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
る
め
る
幅
を
、

ど
ん
ど
ん
広
げ
て
行
け
ば
、

診
断
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